
風
信

　

は
じ
め
に

　

中
島
川
添
い
の
中
通
り
を
上
流
に
向
っ
て
歩
い
て
行
く
と
中
程
の
骨
董
店
に
白
い

楕
円
形
の
皿
が
目
に
付
き
ま
し
た
。
こ
の
シ
ン
プ
ル
な
オ
ー
バ
ル
プ
レ
ー
ト
は
、
イ

ン
グ
ラ
ン
ド
中
部
の
ス
タ
ッ
フ
ォ
ー
ド
州
の
窯
で
製
作
さ
れ
た
物
の
よ
う
で
す
。

　

こ
の
皿
に
つ
い
て
店
の
女
主
人
に
た
ず
ね
る
と
、
箱
の
蓋
が
残
っ
て
い
る
と
の
こ

と
で
、
見
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
そ
れ
が
思
い
も
か
け
ず
、
こ
の
皿
の
流
転
の
ド
ラ
マ

を
知
る
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

　

蓋
に
記
さ
れ
た
情
報

　

杉
蓋
の
表
に
筆
で「
蘭
鉢
」、
裏
の
中
心
に「
安
政
六
末
年
四
月
・
長
崎
御
用
達
従
・

小
笠
原
善
七
郎
到
来
」そ
の
左
側
に「
明
治
廿
六
年
六
月
卄
三
日
・
粟
屋
波
江
ヨ
リ
買

求
稲
葉
」と
墨
書
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

　

蔵
屋
敷
と
長
崎
御
用
達

　

江
戸
時
代
の
初
期
は
、
各
藩

の
長
崎
出
張
所
の
各
蔵
屋
敷

は
、
町
屋
を
借
り
て
藩
の
者
を

置
く
か
、
屋
敷
は
長
崎
の
町
人

に
管
理
さ
せ
、
奉
行
所
や
藩
と

の
取
り
次
ぎ
等
を
し
て
い
ま
し

た
。

　

し
か
し
、
正
保
四
年（
１
６
４

９
）、
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
二
艘
が
貿

易
再
開
を
求
め
て
来
航
し
て
以

来
、
西
国
諸
藩
か
ら
長
崎
へ
の

出
陣
が
あ
り
、
こ
の
事
件
を
契

機
に
各
地
諸
藩
の
蔵
屋
敷
が
長

崎
に
置
か
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

江
戸
時
代
中
期
以
降
、
佐
賀
、
福
岡
等
の
九
州
六
藩
は
聞
役
を
長
崎
に
常
駐
さ
せ
、

特
に
鹿
児
島
、
島
原
な
ど
の
八
藩
は
五
月
中
旬
か
ら
九
月
下
旬
ま
で
聞
役
を
長
崎
に

派
遣
し
ま
し
た
。
そ
の
他
、
佐
伯
、
臼
杵
等
の
二
十
四
藩
は
長
崎
用
達
町
人
の
屋
敷

で
事
務
を
代
行
さ
せ
ま
し
た
。

　

蔵
屋
敷
の
機
能
は
、
一
．
藩
と
奉
行
と
の
間
の
政
治
的
連
絡
。
二
．
自
国
産
品
の

販
売
と
金
銀
調
達
な
ど
経
済
的
側
面
。
三
．
自
国
出
身
の
旅
人
の
掌
握
な
ど
が
上
げ

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
蔵
屋
敷
の
業
務
を
円
滑
に
行
な
う
た
め
、
蔵
屋
敷
の
物
資
調
達
や
使
い
走
り

等
あ
れ
こ
れ
の
業
務
を
代
行
し
て
く
れ
る
町
人
を
御
用
達
と
い
い
ま
し
た
。
彼
等
は

長
崎
の
有
力
町
人
で
町
の
乙
名
や
世
襲
も
少
な
く
な
く
、
二
藩
か
け
持
ち
の
者
も
い

ま
し
た
。

　

そ
れ
で
は
、
小
笠
原
善
七
郎
は
ど
の
藩
の
御
用
達
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
、
嘉
永
五

年（
１
８
５
２
）「
長
崎
諸
役
人
帳
」に
小
笠
原
甚
四
郎
は
臼
杵
藩
、
佐
伯
藩
二
つ
の
藩

の
御
用
達
と
記
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
「
桶
屋
町
宗
旨
改
踏
絵
帳
」に
よ
る
と
、
茶
屋
吉
左
衛
門
が
寛
保
四
年（
１
７
４
４
）

に
桶
屋
町
に
移
住
、
安
永
八
年（
１
７
７
９
）六
十
七
歳
没
、
翌
年
吉
次
郎
が
吉
左
衛

門
と
改
名
、
文
化
十
三
年（
１
８
１
６
）七
十
四
歳
没
、
前
年
大
吉
は
甚
四
郎
と
改
名

し
、
弘
化
三
年（
１
８
４
４
）六
十
五
歳
没
、
巳
之
助
は
翌
年
甚
四
郎
と
改
名
し
て
い

ま
し
た
。

　

両
藩
御
用
達
は
巳
之
助
の
祖
父
の
代
か
ら
勤
め
て
い
ま
し
た
。
同
氏
の
家
業
は
、

米
の
販
売
と
両
替
商
で
し
た
。
臼
杵
藩「
御
会
所
日
記
」の
安
政
六
年（
１
８
５
９
）四

月
四
日
の
条
に
は
長
崎
御
用
達
小
笠
原
甚
四
郎
が
病
気
の
た
め
用
達
の
任
務
を
勤
め

る
こ
と
が
出
来
な
く
な
り
、
息
子
寅
之
助
に
跡
を
継
が
せ
た
い
が
、
同
人
が
ま
だ
幼

少
の
た
め
甚
四
郎
の
弟
の
善
七
郎
に
後
見
を
さ
せ
た
い
と
の
願
書
と
切
子
銘
酒
瓶
一

対
、
大
広
幅
御
敷
物
地
一
枚
を
献
上
品
と
し
て
善
七
郎
が
持
参
し
、
臼
杵
へ
来
た
と

の
記
録
が
あ
り
ま
し
た
。
同
藩
の
用
達
は
十
人
扶
持
、
寅
之
助
は
幼
少
の
た
め
八
人

扶
持
で
、当
分
の
間
善
七
郎
が
後
見
を
勤
め
る
事
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、佐
伯
藩「
御

用
日
記
」同
月
十
七
日
の
条
に
は
臼
杵
藩
の「
御
会
所
日
記
」と
同
様
の
記
事
が
あ
り
、

同
藩「
家
中
分
限
帳
」に
は
安
政
四
年
と
元
治
元
年（
１
８
６
４
）に
甚
四
郎
、
虎
之
助

が
共
に
三
人
扶
持
と
記
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
記
録
か
ら
小
笠
原
善
七
郎
は
、
臼
杵
、
佐
伯
両
藩
の
長
崎
御
用
達
小
笠

原
甚
四
郎
の
弟
と
い
う
事
が
判
明
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の「
蘭
鉢
」は
善
七
郎
が
、

両
藩
か
、
い
ず
れ
か
の
藩
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

　

そ
の
後
、プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
た
蘭
鉢
は
、粟
屋
波
江
の
手
に
渡
り
、明
治
廿
六
年（
１

８
９
３
）六
月
卄
三
日
に
稲
葉
氏
が
購
入
、
そ
れ
が
、
め
ぐ
り
め
ぐ
っ
て
一
五
五
年

振
り
に
長
崎
に
帰
っ
て
来
た
と
い
う
事
で
す
。

　

ち
な
み
に
、
こ
の
粟
屋
波
江
と
は
、
徳
山
毛
利
家
の「
譜
録
粟
屋
浪
江
」に
よ
る
と
、

天
保
九
年（
１
８
３
８
）に
御
台
所
都
合
役
を
勤
め
て
い
た
と
本
人
が
嘉
永
二
年（
１

８
４
９
）に
記
し
て
い
ま
す
。

　

お
わ
り
に

　

十
九
世
紀
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
陶
磁
器
は
銅
版
転
写
技
法
に
よ
る
装
飾
が
盛
ん
で
、

そ
の
よ
う
な
中
で
本
品
の
様
に
ホ
ワ
イ
ト
だ
け
と
は
大
変
珍
し
い
物
で
し
た
。

　

器
の
底
部
に
か
す
か
に
残
る
押
印
を
オ
ラ
ン
ダ
の
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
マ
ヨ
リ
カ
の
社

長
に
見
て
い
た
だ
い
た
所
、
前
記
の
同
州
で
天
保
九
年（
１
８
３
８
）
～
明
治
二
十

一
年（
１
８
８
８
）の
間
に
操
業
し
た
ダ
ッ
ト
ソ
ン
窯
と
推
定
さ
れ
、
そ
の
生
い
立
ち

が
分
か
り
ま
し
た
。

　

か
つ
て
貿
易
都
市
長
崎
に
は
、
各
地
の
国
産
品
は
元
よ
り
、
唐
蘭
の
高
価
な
舶
来

品
も
盛
ん
に
流
通
し
中
に
は
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
使
用
さ
れ
た
品
物
も
多
か
っ
た
こ
と
を

こ
の「
蘭
鉢
」の
一
例
は
、
私
に
色
々
の
事
を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

�

（
長
崎
市
歴
史
民
俗
資
料
館
館
長
）

○
長
崎
県
下
皆
様
方
の
御
協
力
で「
長
崎
が
ん
ば
ら
ん
ば
国
体
」す
べ
て
が
好
調
に
終
了

さ
れ
た
と
の
事
、
本
当
に
良
か
っ
た
で
す
ね
。

○
特
に
、
天
皇
・
皇
后
両
陛
下
に
御
出
席
を
戴
い
た
開
会
式
の
朝
は
、
早
朝
よ
り
の
風
雨

が
止
み「
全
て
が
無
事
に
進
行
で
き
ま
し
た
事
は
本
当
に
幸
運
の
至
り
で
し
た
。」と
大

三
八
八
号　

平
成
二
十
六
年
十
一
月
十
日

流
転
の
蘭
鉢
に
つ
い
て

会
責
任
者
の
方
が
私
に
話
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。

○
十
一
月
は「
文
化
・
勤
労
の
月
」で
あ
り「
長
崎
国
際
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
」で
は
、

恒
例
の
市
内
史
跡
を
さ
る
く
会
と
し
て
今
年
は
十
一
月
八
日（
土
）午
后
、
本
年
新
ら
た

に
国
指
定
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
聖
福
寺
を
訪
ね
る
事
に
し
た
。
寺
院
建
造
物
の

構
成
は
黄
檗
風
を
主
体
と
し
、
堂
内
の
佛
像
の
多
く
は
唐
船
の
人
達
に
よ
り
寄
進
さ
れ

た
佛
像
が
多
い
の
が
特
長
で
、
又
寺
内
に
は
市
川
団
十
郎
供
養
碑
、
善
男
子
八
太
郎
墓

碑
、
ジ
ャ
ガ
タ
ラ
お
春
の
碑
、
竜
髪
泉
、
惜
字
亭
、
鉄
心
椿
他
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
、

之
の
寺
の
座
敷
に
は
坂
本
龍
馬
も
来
て
い
た
そ
う
で
あ
る
。

○
伊
良
林
地
区
民
生
委
員
高
橋
氏
よ
り
同
町
の
旧
家
田
川
家
に
多
く
古
文
書
が
あ
る
由
と

の
連
絡
あ
り
、
昨
日
田
川
登
起
子
女
史
が
わ
ざ
わ
ざ
同
文
書
を
持
参
し
て
下
さ
っ
た
。

同
文
書
に
は
鄭
成
功
の
母
・
田
川
氏
の
事
、『
長
崎
散
使
文
書
』、『
振
遠
隊
文
書
』等
あ

り
、
本
会
古
文
書
研
究
会
で
解
読
さ
せ
て
戴
く
事
に
し
た
。

○
先
日
、
韓
国
放
送
局
よ
り
来
訪
あ
り「
最
近
、
韓
国
で
は
長
崎
チ
ャ
ン
ポ
ン
が
多
く
評

判
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
其
の
ル
ー
ツ
に
つ
い
て
調
査
に
き
た
の
で
御
協
力
下
さ
い
」

と
の
事
で
あ
っ
た
。「
長
崎
チ
ャ
ン
ポ
ン
」の
事
に
つ
い
て
は
私
は
小
論
を
ま
と
め
た
事

が
あ
り
、
其
の
資
料
を
お
渡
し
し
た
ら
大
変
よ
ろ
こ
ん
で
帰
ら
れ
た
。

○
長
崎
料
理
と
言
え
ば
、
其
の
翌
日
、「
東
京
の
家
庭
料
理
を
楽
し
む
会
」よ
り「
長
崎
シ
ッ

ポ
ク
料
理
に
つ
い
て
説
明
し
て
下
さ
い
」と
の
事
。
最
近
、「
長
崎
の
食
文
化
」、
な
ぜ

か
全
国
的
に
有
名
に
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。「
ナ
ガ
サ
キ
国
体
の
お
か
げ
で
す
よ
」と
言

わ
れ
る
。

　

今
月
ご
寄
贈
い
た
だ
い
た
書
冊

○
嘉
勢
照
太
氏
よ
り『
長
崎
刺
繍
の
煌
め
き
』。
長
崎
刺
繍
技
芸
の
伝
承
者
は
嘉
勢
氏
た
だ

一
人
で
あ
り
、
本
書
は
嘉
勢
氏
を
中
心
に
編
集
さ
れ
た
貴
重
な
美
術
資
料
で
あ
る
。（
長

崎
文
献
社
刊
・
四
、五
〇
〇
円
）

○
糸
屋
悦
子
女
史
よ
り『
樂
25
号
』今
回
は
長
崎
の
洋
風
建
築
を
中
心
に
集
録
さ
れ
た
も
の

で
、
新
長
崎
観
光
資
料
と
し
て
は
楽
し
い
本
で
あ
っ
た
。（
楽
社
刊
一
、〇
〇
〇
円
）

○
長
崎
経
済
研
究
所
よ
り『
な
が
さ
き
経
済
10
月
』先
月
末
・
県
下
の
求
人
倍
率
は
上
、
生

産
面
で
は
公
共
工
事
等「
持
ち
直
し
傾
向
、
一
服
」と
あ
っ
た
。

○『
西
日
本
文
化
№
４
７
１
』西
日
本
文
化
協
会（
福
岡
）よ
り
、
福
岡
県
糸
島
半
島（
現
糸

島
市
）の
歴
史
と
自
然
の
全す
べ

て
に
わ
た
っ
て
の
諸
論
考
が

古
代
の「
伊
都
国
」に
始
ま
り
近
世
に
至
る
ま
で
良
く
収

録
さ
れ
て
お
り
、
教
授
を
受
け
る
も
の
多
く
大
い
に
参

考
と
な
り
ま
し
た
。

永
松
　
　
実

蘭　鉢　（33×44㎝）


